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は
、
そ
の
教
学
に
お
い
て
、
生
死
を
い
か
に
捉
え
て
い
る
の
か
。
そ
の
著

五
段
鈔

の
中
で
、

夫
れ
速
か
に
生
死
を
離
れ
ん
と
欲
は
ば
浄
土
の
一
門
に
依
る

１
可
し
。

と
し
て
、
衆
生
が
救
わ
れ
る
た
だ
一
つ
の
道
を
浄
土
の
法
門
と
し
、
我
々
が
依
る
べ
き
教
え
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
、
衆
生
が
生

き
る
世
界
、
現
世
を
生
死
輪
廻
す
る
世
界
と
し
て
捉
え
る
の
み
な
ら
ず
、
厭
い
離
れ
る
べ
き
世
界
で
あ
る
と
す
る
浄
土
教
の
基
本
的
な

え
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

速
か
に
生
死
を
離
れ
ん
と
欲
は
ば

と
の
表
現
に
は
、
我
々
の
住
む
世
界
が
決
し
て
安
住

の
場
所
で
は
な
い
と
の
観
点
か
ら
、
一
刻
も
早
く
離
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
生
死
に
つ
い
て
證
空
は
、
さ
ら
に

玄
義
分
自
筆
御
鈔

巻
一
に
お
い
て
、

先
ヅ
、
生
死
甚
難
厭
、
ト
イ
ハ
、
今
無
上
心
ヲ
勧
ム
ル
事
ハ
、
生
死
ノ
厭
ヒ
難
キ
故
ナ
リ
。
先
ヅ
、
生
死
、
ト
イ
ハ
、
摂
論
ニ
七
種

生
死
ア
リ
。
其
ノ
言
廣
シ
ト
雖
モ
、
今
ハ
分
段
生
死
ヲ
指
ス
。（
中
略
）
分
段
生
死
ト
イ
ハ
、
界
内
流
轉
ノ
名
ナ
リ
。
界
内
ト
イ
ハ
、

三
界
ヲ
指
ス
。
三
界
ヲ
分
テ
バ
六
道

２
ア
リ
。

と
す
る
。
こ
こ
に
い
う
無
上
心
と
は
、
す
な
わ
ち
、
證
空
の
い
う
三
心
で
あ
る
。
證
空
教
学
に
お
け
る
三
心
は
弥
陀
の
他
力
を
領
解
す
る

こ
と
を
示
す
が
、
そ
こ
に
は
観
門
に
よ
っ
て
浄
土
に
生
じ
（
実
際
に
は
弘
願
の
働
き
に
よ
る
）、
無
上
菩
提
を
成
ず
る
こ
と
こ
そ
が
凡
夫
の
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救
わ
れ
る
唯
一
の
法
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
今
の
無
上
心
す
な
わ
ち
、
三
心
を
勧
め
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
無
上
心
を
勧
め
る
理

由
に
は
、
我
々
凡
夫
の
自
力
に
て
は
生
死
が
到
底
厭
い
難
き
こ
と
を
理
由
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
こ
の
生
死
を
分
段
生
死
、

す
な
わ
ち
、
迷
い
の
三
界
六
道
に
輪
廻
す
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。

生
死
（
し
ょ
う
じ
）
と
は
、
生
れ
る
こ
と
と
死
ぬ
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
生
死
（
せ
い
し
）
を
原
点
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
人
間
が
人

間
と
し
て
命
を
与
え
ら
れ
、
現
に
存
在
す
る
こ
と
を
も
と
に
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
存
在
が
い
か
に
豊
か
な
生
命
活
動
を
行
う
か
を

え
る

こ
と
が
必
要
と
も
思
わ
れ
る
。
冒
頭
に
示
し
た
よ
う
に
、
浄
土
教
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
衆
生
を
煩
悩
具
足
・
罪
悪
生
死
の
凡
夫
と
し
、

現
実
を
苦
悩
の
世
界
、
穢
土
と
し
て
厭
い
、
西
方
極
楽
世
界
へ
の
往
生
を
願
わ
せ
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
現
世
を
ど

の
よ
う
に
生
き
る
か
よ
り
も
む
し
ろ
来
世
を
重
要
視
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
か
ら
す
る
と
證
空
教
学
に
も
同
様
の
こ
と
が
言
え

る
が
、
證
空
が
と
り
わ
け
現
世
に
お
い
て
他
力
領
解
後
、
す
な
わ
ち
、
即
便
往
生
を
得
た
後
の
臨
終
当
得
往
生
に
向
け
た
衆
生
の
諸
行
実

践
を
奨
励
す
る
こ
と
を

え
る
と
、
生
死
は
単
に
厭
い
離
れ
る
べ
き
も
の
と
の
み
す
べ
き
で
は
な
く
、
現
世
に
も
凡
夫
に
は
凡
夫
な
り
の

生
き
方
が
あ
る
と
も

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

生
死
に
つ
い
て
浄
土
各
祖
師
の
見
解
を
ま
と
め
る
と
、
迷
い
に
輪
廻
す
る
世
界
と
し
て
の
生
死
、
罪
悪
そ
の
も
の
を
示
す
生
死
、
浄
土

に
至
っ
た
菩
薩
が
再
び
衆
生
教
化
に
も
ど
る
世
界
と
し
て
の
生
死
な
ど
が
示
さ
れ
、
特
に
は
生
死
即
涅
槃
と
の
意
を
も
っ
て
説
か
れ
る
場

合
も
あ
る
。

さ
て
、
證
空
の
浄
土
教
に
お
い
て
生
死
を
い
か
に
捉
え
る
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
浄
土
教
各
祖
師
の
時
機
観
を
通
じ

え
た
い
。
す

な
わ
ち
、
浄
土
各
祖
師
の
教
学
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
た
時
代
と
そ
こ
に
生
き
る
自
己
を
も
含
め
た
機
根
を

察
し
、
そ
れ
ら
に
相
応

し
い
教
義
の
必
要
性
を
主
張
し
た
結
果
が
そ
れ
ぞ
れ
の
祖
師
の
浄
土
教
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
、
以
下
、
證
空
の
生
死
観
を

え
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る
に
も
、
時
と
機
を
も
と
に

え
る
こ
と
に
す
る
。

時

に

つ

い

て

證
空
は
、

往
生
礼
讃
自
筆
御
鈔

巻
三
に

釋
迦
ヲ
指
シ
テ
、
現
是
今
時
道
俗
等
師
、
ト
ラ
イ
ハ
、
今
時
、
ハ
悪
時
ナ
リ
。
此
ノ
時
ノ
衆
生
ハ
十
方
ノ
浄
土
ニ
モ
嫌
ハ
レ
、
諸
佛

ノ
利
益
ニ
モ
漏
レ

３
タ
リ
。

と
し
て
、
現
世
を
悪
時
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
現
世
は
、
釈
尊
出
世
以
前
の
事
で
あ
る
。
こ
の
当
時
の
衆
生
は
障
重
で
、
生
死
に
執

着
し
、
仮
に
出
離
を
願
っ
た
と
し
て
も
そ
の
心
は
微
弱
で
あ
り
、
十
方
浄
土
の
諸
仏
の
救
済
に
あ
ず
か
れ
な
い
存
在
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
見
か
ね
た
釈
迦
は
、
五
百
の
誓
願
を
発
し
、
本
師
と
し
て
こ
の
娑
婆
世
界
に
出
世
さ
れ
た
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
現
世
を
悪
時
と

見
、
そ
こ
に
生
き
る
衆
生
は
生
死
に
執
着
し
、
輪
廻
を
繰
り
返
す
存
在
だ
と
す
る
。
で
は
、
こ
の
生
死
輪
廻
が
い
つ
始
ま
っ
た
か
に
つ
い

て
は
、

玄
義
分
自
筆
御
鈔

巻
一
に
、

開
示
長
劫
之
苦
因
、
悟
入
永
生
之
楽
果
、
ト
イ
ハ
、
教
ニ
依
リ
テ
行
ヲ
立
テ
、
行
ニ
依
リ
テ
果
ヲ
得
シ
メ
ン
ト
欲
ス
ル
詮
要
、
穢
土

ヲ
出
デ
ヽ
浄
土
ニ
生
ゼ
シ
ム
ル
ニ
ア
リ
ト
云
フ
ナ
リ
。
其
ノ
故
ハ
、
生
死
ニ
始
ナ
シ
。
無
始
ヨ
リ
コ
ノ
カ
タ
十
悪
ヲ
造
リ
テ
、
苦
楽

ノ
因
ト
云
フ
事
ヲ
知
ラ
ズ
、
苦
ヨ
リ
苦
ニ
入
リ
テ
流
轉
久
シ
キ
故
ニ
、
長
劫
之
苦
因
、
ト

４
云
フ
。

と
い
い
、
迷
い
に
輪
廻
す
る
生
死
の
世
界
は
、
は
じ
め
も
知
れ
な
い
と
す
る
。
資
料
の
中
で
は

無
始
ヨ
リ
コ
ノ
カ
タ
十
悪
ヲ
造
リ
テ
、

苦
楽
ノ
因
ト
云
フ
事
ヲ
知
ラ
ズ
、
苦
ヨ
リ
苦
ニ
入
リ
テ
流
轉
久
シ

と
述
べ
て
、
は
じ
め
も
知
ら
ぬ
昔
よ
り
、
生
死
を
繰
り
返
す
だ
け
で

な
く
、
罪
過
を
造
り
、
結
果
と
し
て
苦
し
み
を
受
け
続
け
る
こ
と
を
繰
り
返
す
輪
廻
で
あ
り
、
こ
こ
に
は

生
ま
れ
る
こ
と
と
死
ぬ
こ
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と

と
し
て
の
生
死
で
は
な
い
、
罪
悪
そ
の
も
の
と
し
て
の
生
死
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
罪
悪
そ
の
も
の
の
生
死
、
ま
た
、

生
死
輪
廻
を
終
止
さ
せ
る
に
は
、
現
世
を
離
れ
、
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
浄
土
の
教
え
に
依
る
他
な
い
の
で
あ
る
が
、
證

空
は
、
時
に
つ
い
て
、
ま
た
、
現
世
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
。

玄
義
分
自
筆
御
鈔

巻
一
に
お
い
て
、
證
空
は
、

今
佛
法
ニ
時
ト
云
フ
ハ
二
ノ
時
ア
リ
。
一
ハ
行
門
ノ
時
、
是
ニ
在
世
、
滅
後
ノ
時
同
ジ
カ
ラ
ズ
、
滅
後
ニ
又
、
正
、
像
、
末
ノ
不
同

ア
リ
。（
中
略
）
二
ハ
観
門
ノ
時
、
此
ノ
時
ハ
在
世
、
滅
後
ノ
不
同
ナ
ク
、
正
、
像
、
末
ノ
差
別
ナ
シ
。
故
ニ
在
世
ノ
韋
提
ト
未
来

ノ
凡
夫
ト
差
別
ナ
ク
、
一
種
ノ
機
ト
シ
テ
韋
提
ニ
蒙
ラ
シ
メ
テ
、
未
来
ノ
衆
生
ノ
為
ニ
法
ヲ
開
キ
給
フ
。
是
ハ
弥
陀
ノ
弘
願
三
世
常

住
ニ
シ
テ
、
機
ヲ
エ
ラ
バ
ズ
、
時
ヲ
キ
ラ
ハ
ザ
ル
故
ニ
、
行
門
差
別
ノ
時
ニ
次
イ
デ
、
弘
願
差
別
ナ
キ
時
ノ
相
ヲ
説
キ
顕
セ
バ
、
観

門
ノ
時
ト
云
フ
。
今
ノ
勧
ム
ル
時
ノ
本
意
是

５
ナ
リ
。

と
し
て
、
釈
尊
の
教
え
を
時
代
の
推
移
を
も
と
に
い
か
に
捉
え
る
か
と
の
観
点
に
立
ち
、
時
に
行
門
の
時
、
観
門
の
時
を
設
け
、
行
門
・

観
門
両
面
か
ら
時
代
を
捉
え
て
い
る
。
ま
ず
、
行
門
に
よ
り
時
を

え
る
に
は
、
機
の
能
力
に
よ
り
修
道
の
成
果
に
差
異
が
あ
り
、
基
本

的
に
得
果
の
段
階
が
自
己
の
修
行
に
関
わ
る
た
め
、
釈
尊
在
世
と
滅
後
に
は
異
な
り
が
あ
る
と
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
仏
滅
後

に
は
、
正
像
末
の
区
別
が
あ
る
た
め
、
や
が
て
は
教
の
み
が
あ
っ
て
行
・
証
の
な
い
時
代
が
来
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
釈
尊
在
世
か

ら
遠
ざ
か
れ
ば
遠
ざ
か
る
ほ
ど
、
仏
道
の
成
果
を
期
待
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
観
門
に
よ
り
時
を

え
る
場

合
に
は
、
釈
尊
在
世
と
滅
後
の
区
別
が
な
く
、
こ
の
こ
と
か
ら
経
中
の
韋
提
希
と
未
来
世
の
一
切
衆
生
と
が
一
同
と
な
り
、
釈
尊
滅
後
の

正
像
末
の
区
別
も
無
く
な
り
、
釈
尊
か
ら
遠
く
離
れ
た
未
来
の
衆
生
に
も
隔
て
な
く
教
え
の
功
徳
が
行
き
渡
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

證
空
は
こ
の
行
・
観
二
門
の
時
の
中
で
、
観
門
の
時
を
勧
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
い
つ
の
世
の
衆
生
も
生
死
に
迷
う
理
由
が

一
八
八

證
空
浄
土
教
の
生
死
観
（

城
宏
明
）



無
く
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
釈
尊
に
よ
る
仏
法
施
設
以
来
、
そ
の
後
の
浄
土
教
各
祖
師
の
取
り
く
み
に
も
拘
わ
ら
ず
、
現
世
は

一
向
苦
し
み
の
世
界
で
あ
り
、
存
在
す
る
衆
生
も
煩
悩
具
足
の
凡
夫
の
ま
ま
生
死
輪
廻
を
繰
り
返
し
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

證
空
は
、

玄
義
分
自
筆
御
鈔

巻
一
に
お
い
て
、

甚
難
厭
、
ト
イ
ハ
、
行
門
ノ
心
ヲ
以
テ
是
ヲ
云
フ
ナ
リ
。
云
ク
、
極
メ
テ
憂
ア
ル
三
悪
四
趣
ハ
、
苦
ニ
タ
シ
ナ
ミ
テ
悲
シ
ム
故
ニ
、

厭
離
ノ
法
ナ
ケ
レ
バ
、
厭
ヒ
難
シ
。
色
無
色
界
ハ
又
楽
ニ
著
シ
テ

ル
ガ
故
ニ
、
厭
捨
ノ
門
ナ
ケ
レ
バ
、
厭
ヒ
難
シ
。
唯
欲
界
ノ
人

天
ノ
ミ
苦
楽
相
交
リ
テ
、
厭
離
ノ
心
起
リ
テ
菩
提
ヲ
得
ベ
キ
所
ナ
レ
バ
、
仏
出
デ
テ
ノ
リ
ヲ
説
キ
給
フ
。（
中
略
）
然
ル
ニ
今
南
浮

ノ
人
身
ヲ
受
ケ
テ
西
天
ノ
仏
法
ニ
逢
フ
ト
雖
モ
、
在
世
ノ
生
ヲ
感
ゼ
ズ
、
滅
後
ニ
生
レ
テ
大
聖
ヲ
去
ル
コ
ト
遙
ニ
遠
ク
、
教
法
甚
深

ニ
シ
テ
機
教
相
応
セ
ザ
レ
バ
、
厭
離
ノ
心
起
リ
難
ク
、
生
死
ヲ
離
ル
ル
事
能
ハ
ズ
。
故
ニ
今
総
ジ
テ
、
甚
難
厭
、
ト

６
イ
フ
。

と
い
う
。
苦
楽
の
極
地
に
あ
る
三
悪
四
趣
、
色
無
色
の
天
界
を
引
き
、
仏
法
に
め
ぐ
り
逢
え
た
人
界
と
の
比
較
を
し
、
苦
の
極
地
で
あ
る

三
悪
四
趣
に
は
苦
を
厭
う
手
だ
て
が
全
く
な
く
、
ま
た
、
楽
の
極
地
で
あ
る
色
無
色
の
天
界
で
は
敢
え
て
苦
を
厭
う
必
要
の
な
い
こ
と
を

あ
げ
、
た
だ
人
間
界
（
こ
こ
に
は
欲
界
天
を
も
含
ん
で
い
る
）
の
み
が
苦
楽
と
も
に
存
在
し
て
交
互
に
絡
み
合
う
世
界
で
あ
り
、
そ
こ
に
釈

尊
が
出
世
を
し
、
教
え
を
敷
設
さ
れ
た
も
の
の
、
仏
滅
後
遙
か
に
時
間
が
経
過
し
た
時
代
の
衆
生
に
は
、
自
力
行
門
、
す
な
わ
ち
、
自
身

の
力
用
に
よ
る
出
離
生
死
が
困
難
な
時
代
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、

玄
義
分
自
筆
御
鈔

巻
一
で
は
、

次
ニ
、
佛
法
復
難
欣
、
ト
イ
ハ
、
生
死
ノ
厭
ヒ
難
キ
ハ
別
ノ
故
ナ
シ
。
佛
法
ノ
欣
ヒ
難
キ
故
ナ
リ
。
或
ハ
難
所
ニ
ア
リ
テ
修
行
ニ
能

ハ
ズ
、
或
ハ
人
身
ヲ
得
テ
佛
法
ニ
逢
フ
ト
雖
モ
、
大
小
権
実
ノ
教
凡
夫
ノ
機
ニ
當
リ
テ
、
行
門
進
ミ
難
ケ
レ
バ
、
欣
フ
ト
雖
モ
其
ノ

道
ヲ
得
ズ
。
凡
夫
ノ
機
ヲ
モ
テ
行
門
ニ
約
ス
レ
バ
、
厭
、
欣
、
共
ニ
名
ノ
ミ
ア
リ
テ
實
ナ
シ
。
厭
離
難
ケ
レ
バ
欣
求
復
難
シ
。
是
ヲ
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指
シ
テ
、
復
難
欣
、
ト
云
フ
。
是
則
チ
、
観
門
弘
願
ニ
帰
シ
テ
凡
夫
ノ
得
道
成
ズ
ル
道
ヲ
得
ザ
ル
難
ヲ
挙
グ
ル
ニ
、
厭
、
欣
ノ
二
心

ニ
ア
ル
事
ヲ
顕
ス

７
ナ
リ
。

と
い
い
、
生
死
を
厭
う
こ
と
、
仏
法
を
ね
が
う
こ
と
、
い
ず
れ
に
つ
け
て
も
、
我
々
衆
生
は
時
を
行
門
の
時
で
し
か
理
解
で
き
な
い
の
で

あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
が
、
我
々
機
と
教
と
が
相
応
す
る
こ
と
な
く
、
生
死
を
繰
り
返
す
世
界
に
居
な
が
ら
も
、
厭
離
の
心
す
ら
抱
く
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
に
つ
な
が
る
と
し
、
偶
々
仏
法
を
欣
う
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
こ
で
は
自
己
の
修
道
の
成
果
を
期
待
す
る
行
門

の
心
に
留
ま
る
あ
ま
り
、
観
門
に
よ
っ
て
弘
願
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
浄
土
を
願
う
思
い
も
生
じ
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。

機

に

つ

い

て

證
空
は

散
善
義
自
筆
御
鈔

巻
一
に
お

８
い
て
、

初
ノ
信
ハ
、
機
ヲ
信
ズ
。
次
ノ
信
ハ
、
法
ヲ
信
ズ
。
法
ハ
機
ニ
依
リ
テ
顕
レ
、
機
ハ
法
ニ
依
リ
テ
成
ズ
。
法
妙
ナ
リ
ト
モ
、
機
ニ
逗

セ
ズ
バ
、
他
ノ
寶
ナ
ル
ベ
シ
。
機
ヲ
、
生
死
凡
夫
、
ト
信
ズ
ト
モ
、
法
是
ガ
為
ナ
ラ
ズ
バ
、
徒
ラ
ニ
輪
廻
ス
ベ
シ
。
今
ノ
教
ノ
心
ニ

ア
ラ
ズ
。
今
此
ノ
弥
陀
ノ
弘
願
、
モ
ト
凡
夫
ノ
為
ニ
設
ケ
給
ヘ
リ
。
凡
夫
ハ
、
此
ノ
願
ニ
乗
ジ
テ
生
死
ヲ
出
ヅ
。
故
ニ
、
機
ト
法
ト

ヲ
信
ジ
テ
、
往
生
ノ
心
成
ズ
ベ
シ
。
此
ノ
故
ニ
、
先
ヅ
機
ヲ
信
ジ
、
次
ニ
法
ヲ
信
ズ
。
先
ヅ
機
ヲ
信
ズ
ル
ニ
、
凡
夫
如
何
ナ
ル
者
ゾ

ト
尋
ヌ
レ
バ
、
我
ガ
身
是
ナ
リ
。
此
ノ
身
如
何
ナ
ル
者
ゾ
ト
尋
ヌ
レ
バ
、
罪
悪
ノ
因
ニ
依
リ
テ
、
生
レ
テ
必
ズ
死
ス
ル
報
ヲ
受
ク
。

此
ノ
因
果
ヲ
総
ヌ
レ
バ
、
煩
悩
ノ
故
ナ
リ
。

と
す
る
。
善
導
の
信
機
・
信
法
、
二
種
深
信
を
釈
す
に
つ
い
て
、
機
教
相
応
の
重
要
性
を
示
し
、
中
で
も
、
ま
ず
、
機
に
つ
い
て
、
我
々

衆
生
は
凡
夫
で
あ
り
、
自
身
の
力
で
は
決
し
て
仏
道
を
成
ず
る
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
と
知
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
決
し
て
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拭
い
去
る
こ
と
の
で
き
な
い
煩
悩
が
原
因
で
あ
る
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

玄
義
分
自
筆
御
鈔

巻
一
に
は
、

故
ニ
序
分
ニ
、
韋
提
希
夫
人
無
憂
ノ
浄
土
ヲ
欣
ヒ
テ
苦
悩
ノ
娑
婆
ヲ
捨
ツ
ル
言
ニ
、
願
我
未
来
、
不
聞
悪
聲
、
不
見
悪
人
、
ト
言
ヘ

ル
文
ヲ
釈
ス
ル
ニ
、
言
ク
、
自
非
発
金
剛
之
志
、
永
絶
生
死
之
元
、
ト
。
是
則
チ
、
浄
土
ヲ
欣
フ
智
恵
ノ
志
シ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ヨ
リ
ハ
、

生
死
ノ
根
源
タ
ル
煩
悩
ヲ
断
ズ
べ
カ
ラ
ズ
ト
言
フ

９
ナ
リ
。

と
い
う
。
つ
ま
り
、
煩
悩
に
よ
り
生
死
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
我
々
で
あ
る
が
、

観
経

に
よ
っ
て
浄
土
往
生
を
教
え
ら
れ
、
こ

れ
を
願
う
こ
と
が
断
煩
悩
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

玄
義
分
自
筆
御
鈔

巻
一
に
も
、

我
等
愚
癡
身
、
ノ
已
下
ノ
釋
ナ
リ
。
我
等
、
ノ
二
字
即
チ
是
ナ
リ
。
能
化
所
化
ヲ
指
シ
テ
、
我
等
、
ト
云
フ
。
サ
キ
ノ
如
シ
。
此
ノ

二
句
ハ
、
正
シ
ク
弘
願
一
實
ノ
機
凡
夫
ナ
リ
ト
顕
ス
ナ
リ
。
自
身
、
罪
悪
生
死
凡
夫
、
ト
信
ズ
ル
ガ
如
シ
。
此
ノ
中
ニ
、
愚
癡
身
、

ト
云
フ
ハ
、
因
ヲ
挙
グ
。
我
等
三
毒
ノ
煩
悩
ヲ
因
ト
シ
テ
生
死
ニ
流
轉
ス
。
三
毒
ノ
中
ニ
ハ
愚
癡
ヲ
以
テ
本
ト
ス
。
故
ニ
愚
癡
身
、

ト
云
フ
。
曠
劫
来
流
轉
、
ト
イ
ハ
、
果
ヲ
挙
グ
。
無
始
ヲ
指
シ
テ
曠
劫
ト
云
フ
。
無
始
ヨ
リ
コ
ノ
カ
タ
三
有
流
轉
ノ
果
ヲ
得
ル
事
ハ
、

愚
癡
ノ
因
ニ
依
ル
。
因
、
果
、
共
ニ
挙
ゲ
テ
凡
夫
ノ
相
ヲ
顕
ス

10
ナ
リ
。

と
述
べ
て
、
こ
こ
で
も
、
機
を
罪
悪
生
死
の
凡
夫
と
規
定
し
、
罪
悪
生
死
の
凡
夫
と
な
っ
て
い
る
要
因
を
煩
悩
に
求
め
て
い
る
。
ま
た
、

煩
悩
の
中
で
は
、
と
り
わ
け
、
愚
痴
を
も
っ
て
そ
の
根
源
と
し
、
こ
の
愚
痴
に
よ
り
生
死
流
転
を
繰
り
返
す
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
生
死
そ
の
も
の
を
衆
生
の
罪
悪
と
み
る
例
は
、
そ
の
他
に
も
多
々
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
機
に
つ
い
て
、
次
に
、
生

死
を

生
ま
れ
る
こ
と
と
死
ぬ
こ
と

と
の
見
方
か
ら
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
證
空
は

般
舟
讃
自
筆
御
鈔

巻
三
に
、

不
惜
身
命
往
西
方
、
ト
イ
ハ
、
既
ニ
浄
土
ノ
要
門
ニ
逢
ヒ
テ
、
出
離
疑
ハ
ズ
、
人
身
ノ
本
意
是
ニ
ア
リ
ト
思
ハ
ヘ
テ
、
自
ラ
喜
ブ
心

生
ジ
ヌ
レ
バ
、
眼
閉
ヂ
、
息
絶
エ
バ
、
浄
土
ノ
無
生
至
ル

11
ベ
シ
。
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と
し
、
ま
た
、

観
念
法
門
自
筆
御
鈔

巻
上

12
に
は
、

然
ル
ニ
今
、
今
生
観
門
ノ
解
ヲ
開
キ
テ
歓
喜
ノ
心
生
ジ
、
一
念
ノ
信
心
立
シ
ヌ
レ
バ
、
後
世
ヲ
疑
ハ
ズ
。
息
絶
エ
眼
閉
ヂ
バ
、
往
生

疑
ナ
シ
。

と
い
い
、
漠
然
と
な
が
ら
も

眼
を
閉
じ
、
息
の
絶
え
た

状
態
を
死
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
死
は
、
罪
過
を
作
り
続
け
、

単
に
生
死
輪
廻
を
繰
り
返
し
た
生
死
の
死
で
は
な
く
、

既
ニ
浄
土
ノ
要
門
ニ
逢
ヒ
テ

、

観
門
ノ
解
ヲ
開
キ
テ

と
表
現
す
る
出
離
生

死
の
確
定
し
た
臨
終
で
あ
り
、
決
し
て
再
び
輪
廻
を
し
、
迷
い
の
生
死
を
繰
り
返
す
生
に
つ
な
が
る
死
で
は
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、
生
に
つ
い
て
は
、

序
分
義
自
筆
御
鈔

巻
二
に
、

以
父
母
精
血
為
外
縁
、
ト
云
フ
ハ
、
赤
、
白
二

和
合
ス
ル
時
、
生
ヲ
受
ク
ル
故
ナ
リ
。
父
ガ
精
ハ
白
ク
、
母
ガ
血
ハ
赤
シ
。
此
ノ

二
ニ
依
リ
テ
生
ヲ
受
ク
ル
縁
ト
ス
ル

13
ナ
リ
。

と
し
て
、
こ
の
世
に
我
々
が
生
を
受
け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
父
母
の
精
血
に
よ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、

五
段

鈔

に
は
、

尚
ほ
父
母
の
恩
に
二
種
有
り
。
世
間
と
出
世
の
恩
徳
な
り
。
其
の
恩
徳
と
云
ふ
は
、
釈
に
云
く
、
若
し
父
無
く
ん
ば
、
能
生
の
因

即
ち
欠
け
な
ん
。
若
し
母
無
く
ん
ば
、
所
生
の
縁
即
ち

き
な
ん
。
若
し
二
人
倶
に
無
く
ん
ば
、
即
ち
託
生
の
地
を
失
ふ
。
要
ず
須

ら
く
父
母
の
縁
具
し
て
受
身
の
処
り
有
る
べ
し
。
既
に
身
を
受
け
ん
と
欲
す
。
自
ら
の
業
識
を
以
て
内
因
と
し
、
父
母
の
精
血
を
以

て
外
縁
と
為
す
。
因
縁
和
合
す
る
故
に
此
の
身
有
り
。
と
云
へ
り
。
密
教
に
は
左
の
手
足
は
父
の
五
臓
顕
れ
て
五
指
と
成
り
、
右
の

手
足
は
母
の
五
臓
顕
れ
て
五
指
と
成
る
。
乃
至
眼
耳
鼻
舌
等
も
皆
半
身
な
り
と
云

14
へ
り
。

と
し
て
、
父
母
よ
り
受
け
た
世
間
の
恩
徳
を
善
導
の

観
経
疏

序
分
義
を
引
用
し
、
こ
こ
に
も
こ
の
世
に
生
を
う
け
る
こ
と
が
、
父
母
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の
精
血
に
よ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
資
料
の
中
、

世
間
と
出
世
の
恩
徳
な
り
。

と
し
て
、
父
母
の
恩
に
世
俗
の

恩
と
出
世
の
恩
を
述
べ
る
こ
と
に
證
空
教
学
の
特
色
が
あ
る
と
言
え
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
。

さ
て
、
父
母
に
よ
り
受
け
た
生
命
を
衆
生
が
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
る
か
に
つ
い
て
は
、

玄
義
分
自
筆
御
鈔

巻
一
に
、

帰
命
盡
十
方
、
ト
イ
ハ
、
下
ノ
四
行
ニ
蒙
ラ
シ
ム
。
帰
命
、
ト
イ
ハ
、
サ
キ
ノ
観
門
ノ
発
願
ニ
依
リ
テ
弥
陀
界
ニ
願
入
シ
ヌ
レ
バ
、

佛
心
ト
相
応
シ
ヌ
。
機
教
既
ニ
相
応
シ
ヌ
レ
バ
、
弥
陀
ノ
願
ノ
外
ニ
生
死
ノ
凡
夫
ノ
法
ア
ル
べ
カ
ラ
ズ
。
生
死
ノ
法
多
シ
ト
雖
モ
、

命
ヲ
以
テ
収
メ
盡
ク
ス
。
命
既
ニ
帰
シ
ヌ
レ
バ
餘
ノ
法
ナ
シ
ト
顕
ス
ガ
故
ニ
、
帰
命
ト

15
云
フ
。

と
い
い
、
ま
た
、

序
分
義
自
筆
御
鈔

巻
二
に
、

一
切
衆
生
皆
以
命
為
本
、
ト
云
フ
ハ
、
官
位
福
禄
モ
寿
命
ニ
依
リ
テ
是
ヲ
持
ツ
。
命
盡
キ
ヌ
レ
バ
ヒ
ト
リ
モ
随
フ
モ
ノ
ナ
キ
故
ナ
リ
。

長
者
ニ
一
子
ア
リ
。
相
師
是
ヲ
相
ス
ル
ニ
、
短
命
ニ
シ
テ
位
ヲ
継
グ
ベ
キ
者
ニ
ア
ラ
ズ
ト
云
ヒ
シ
カ
バ
、
父
母
此
ノ
子
ヲ
軽
ム
ル
事

草
ノ
葉
ノ
如
シ
ト
云

16
ヘ
リ
。

と
し
、
さ
ら
に
、

女
院
御
書

17
に
は
、

衆
生
の
重
ん
ず
る
宝
、
命
に
す
ぎ
た
る
は
な
し
。
こ
の
命
を
お
も
う
が
故
に
、
諸
の
罪
を
つ
く
り
て
、
三
世
の
諸
仏
に
も
す
て
は
て

ら
れ
、
十
方
の
浄
土
に
も
い
ま
だ
い
ら
れ
ず
し
て
、
曠
劫
よ
り
こ
の
か
た
今
に
い
た
る
ま
で
、
生
死
に
輪
廻
し
て
た
だ
無
量
の
苦
悩

を
の
み
う
く
。

な
ど
と
述
べ
て
、
衆
生
に
と
っ
て
は
、
こ
の
生
命
を
最
も
重
要
と
す
る
旨
を
表
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
最
も
重
き
を
お
く
命
で
あ
る
が
ゆ

え
に
、
生
死
輪
廻
す
る
こ
と
に
も
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
先
の

五
段
鈔

に

世
間
と
出
世
の
恩
徳
な
り
。

に
関
し
て
、
父
母

よ
り
受
け
た
自
身
の
生
に
対
す
る
恩
徳
に
つ
い
て
、
證
空
は

般
舟
讃
自
筆
御
鈔

巻
四
に
、
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念
念
相
纏
入
悪
道
、
分
身
受
報
不
相
知
、
ト
イ
ハ
、
上
ニ
云
フ
所
ノ
父
母
妻

等
ノ
生
死
ノ
縁
ト
ナ
リ
テ
、
菩
提
ノ
縁
ニ
ア
ラ
ザ
ル

事
ヲ
顯
ハ
ス
ナ
リ
。
念
念
相
纏
、
ト
イ
ハ
、
八
億
四
千
ノ
思
三
途
ノ
因
ナ
ル
事
ハ
父
母
妻

ノ
縁
ヨ
リ
起
ル
ト
云
フ
事
ヲ
示
ス
心
ナ

リ
。
分
身
受
報
、
ト
イ
ハ
、
宿
世
ノ
因
縁
ニ
依
リ
テ
一
所
ニ
生
ヲ
受
ケ
、
業
ヲ
営
ミ
テ
居
ス
ル
ハ
、
一
身
ノ
如
シ
。
業
ニ
隨
ヒ
テ
各

他
所
ニ
生
ズ
ル
ハ
、
身
ヲ
分
ツ
ガ
如
シ
。
故
ニ
、
分
身
、
ト
云
フ
。
或
在
猪
羊
六
畜
内
、
被
毛
戴
角
何
時
了
、
ト
イ
ハ
、
正
シ
ク
上

ノ
、
分
身
受
報
、
ノ
相
ヲ
顯
ハ
ス
ナ
リ
。
云
ク
、
其
ノ
、
受
報
、
ノ
相
無
量
ナ
リ
。
委
シ
ク
云
ヘ
バ
説
キ
盡
ク
シ
難
シ
。
今
、
牛
馬

猪
羊
鶏
狗
ノ
六
畜
ハ
家
ニ
養
ヒ
テ
人
皆
是
ヲ
知
ル
。
此
ノ
六
畜
ノ
内
ニ
於
テ
父
母
妻

等
ノ
生
ヲ
受
ケ
タ
ル
、
互
ニ
知
ル
事
ナ
ク
シ

テ
、
或
ハ
命
ヲ
絶
チ
テ
肉
ヲ
食
シ
、
或
ハ
重
キ
ヲ
負
ホ
セ
テ
鞭
打
ヲ
加
フ
。
是
愚
癡
ノ
至
ナ
リ
。
即
チ
、
恩
愛
ノ
過
ナ
リ
。
念
念
、

纏
入
悪
道
、
菩
提
ノ
縁
ニ
ア
ラ
ザ
ル
事
此
ノ
如
シ
ト
示
ス

18
ナ
リ
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
同
行
の
善
知
識
こ
そ
が
菩
提
の
増
上
縁
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
生
命
の
根
源
で
あ
る
父
母
、
ま
た
、
そ
の

他
親
族
に
つ
い
て
は
、
世
俗
的
に
は
親
し
い
も
の
の
、
菩
提
の
た
め
に
は
増
上
縁
と
は
な
ら
な
い
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
か

つ
て
親
子
妻
子
と
し
て
世
俗
に
お
い
て
は
最
も
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
も
の
で
も
、
生
死
輪
廻
を
す
る
内
に
、
家
畜
と
な
り
、
知
ら
ず
知

ら
ず
に
労
働
を
負
荷
し
た
り
、
時
に
は
肉
と
し
て
食
す
こ
と
さ
え
あ
る
こ
と
を
示
し
て
、
迷
い
の
境
涯
た
る
現
世
を
強
調
し
、
先
に
生
死

輪
廻
の
原
因
た
る
煩
悩
の
中
、
と
り
わ
け
愚
痴
が
原
因
と
な
る
旨
が
示
さ
れ
た
と
同
様
、
此
処
に
お
い
て
も
愚
痴
が
根
源
で
あ
る
と
し
て

い
る
。

で
は
、
父
母
よ
り
受
け
た
生
命
を
現
世
の
衆
生
が
い
か
に
扱
う
べ
き
か
、
凡
夫
と
し
て
の
衆
生
に
求
め
ら
れ
る
姿
と
は
い
か
な
る
も
の

か
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
證
空
は

五
段
鈔

に
お
い
て
、

三
つ
に
は
身
・
口
・
意
の
世
・
出
世
の
善
根
に
随
喜
す
。
之
に
就
き
て
、
我
等
が
三
業
即
ち
父
母
の
三
業
な
る
故
に
、
我
が
三
業
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を
転
じ
て
仏
体
と
隔
て
無
き
故
に
、
父
母
即
ち
転
ぜ
ら
れ
て
往
生
を
得
。
之
に
依
り
て
真
実
の
孝
養
と
成
る
こ
と
を
随
喜
す

19
べ
し
。

と
し
、
同
じ
く

五
段
鈔

に
続
け
て
、

次
に
出
世
の
恩
孝
と
い
ふ
は
、
父
母
の
精
血
を
得
る
こ
と
は
恩
の
始
め
な
り
。
我
が
往
生
に
依
り
て
、
父
母
の
三
業
を
転
じ
て
往

生
せ
し
む
れ
ば
、
惟
れ
則
ち
孝
順
の
始
め
な
り
。

抑
も
我
等
無
始
已
来
、
生
々
世
々
二
親
骨
肉
の
恩
を
受
く
る
と
雖
も
、
或
は
不
孝
に
し
て
深
重
の
恩
を
報
ぜ
ず
、
或
は
孝
順
を
行

ず
れ
ど
も
、
世
俗
の
孝
な
る
故
に
真
実
の
恩
を
報
ぜ
ず
。
或
は
仏
教
に
依
り
て
た
ま
た
ま
孝
順
を
行
ず
れ
ど
も
、
自
力
の
諸
善
に
廻

す
る
故
に
父
母
生
死
を
出
で
ず
。
我
も
亦
誠
に
恩
を
酬
い
ず
。
爰
に
我
等
人
界
の
生
を
受
け
て
、
仏
法
に
結
縁
す
と
雖
も
、
歴
劫
迂

廻
の
道
に
趣
き
、
聖
道
難
行
の
人
身
と
な
ら
ま
し
か
ば
、
順
次
の
往
生
を
遂
げ
ず
、
真
に
父
母
の
恩
を
報
ぜ
ざ
ら

20
ま
し
。

と
い
う
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
善
導

観
経
疏

散
善
義
の
回
向
発
願
心
釈
に
よ
り
、
随
喜
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
が
、
父
母
に
関
す
る

恩
孝
に
は
、
世
・
出
世
の
恩
孝
が
あ
る
と
し
、
世
間
的
な
恩
は
自
身
の
身
口
意
三
業
、
ま
た
、
孝
は
そ
の
三
業
を
傷
つ
け
な
い
こ
と
で
あ

る
と
す
る
の
に
対
し
て
、
父
母
に
よ
っ
て
受
け
た
恩
に
対
す
る
真
の
孝
養
と
は
、
自
身
の
浄
土
往
生
に
あ
る
と
す
る
。
こ
の
往
生
は
、
浄

土
他
力
の
往
生
で
あ
っ
て
、
仮
に
仏
法
に
巡
り
逢
い
出
家
を
し
た
と
し
て
も
、
目
指
す
と
こ
ろ
が
自
力
聖
道
、
難
行
に
よ
る
得
道
で
あ
る

な
ら
ば
、
真
の
孝
養
と
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
ま
ず
重
要
な
こ
と
は
、
弥
陀
の
本
願
に
よ
る
往
生
を
得
る
こ
と
で
あ

り
、
こ
の
我
が
身
の
往
生
が
転
じ
て
、
ま
た
、
父
母
肉
親
の
往
生
と
も
な
り
、
こ
の
こ
と
が
、
父
母
へ
の
孝
養
で
も
あ
る
と
す
る
。
と
こ

ろ
で
、
證
空
の
い
う
往
生
と
は
、
弥
陀
の
本
願
、
弘
願
他
力
を
領
解
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
即
便
往
生
と
す
る
。
こ
の
往
生
は
臨
終
、

平
生
の
差
別
が
な
く
、
我
が
身
が
凡
夫
で
あ
り
、
生
死
に
輪
廻
を
繰
り
返
す
存
在
で
あ
っ
た
と
し
て
も
自
身
の
凡
夫
性
に
気
づ
き
、
弥
陀

の
本
願
成
就
を
願
行
具
足
と
捉
え
、
弥
陀
の
正
覚
そ
の
も
の
に
一
切
衆
生
の
往
生
が
決
定
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
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他
力
を
領
解
し
た
時
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
證
空
は
、
こ
の
即
便
往
生
と
と
も
に
、
浄
土
教
一
般
に
い
う
臨
終
往
生
と
し
て
の
当
得
往

生
を
説
く
が
、
も
し
即
便
往
生
が
早
く
得
ら
れ
れ
ば
、
臨
終
に
向
け
た
俗
に
い
う
寿
命
が
あ
る
限
り
、
現
世
で
の
日
々
が
あ
る
こ
と
に
な

り
、
こ
の
間
の
衆
生
の
生
き
方
を
重
要
と
す
る
の
で
あ
る
。

安
心
鈔

に
お
い
て
證
空
は
、

浄
土
に
生
れ
な
ば
生
生
世
世
の
父
母
妻
子
思
に
任
て
心
に
随
て
利
益
せ
ん
事
喜
び
の
中
の
悦
び
な
り
。
往
生
を
願
ふ
と
云
は
衆
生

を
利
益
せ
ん
が
為
に
て
あ
る
な
り
。
故
に
往
生
を
願
は
ん
人
は
万
づ
の
衆
生
に
於
て
父
母
の
思
を
成
て
哀
み
の
心
を
至
し
て
方
便
を

回
ら
し
て
利
益
を
前
き
と
す
べ
き
な
り
。
是
則
諸
仏
の
御
心
に
相
叶
ふ
も
の
な
り
。
只
所
詮
は
南
無
阿
弥
陀
仏
の
一
行
に
心
を
か
け

つ
れ
ば
一
切
の
行
皆
是
れ
に
摂
ま
る
。
心
の
乱
ん
時
も
仏
に
任
せ
奉
て
と
も
か
く
も
我
心
に
不
可
思
。
南
無
阿
弥
陀
仏
と
申
す
計
り

な
り
。
さ
れ
ば
乱
る
心
も
正
定
業
と
釈
す
る
な
り
。
此
謂
を
如
此
ひ
し
と
意
得
る
処
に
ふ
っ
と
往
生
を
ば
す
る
な
り
。
是
豈
に
他
力

の
往
生
に
非

21
ず
や
。

と
い
い
、
弥
陀
の
他
力
を
領
解
し
、
現
生
に
ふ
っ
と
往
生
す
る
こ
と
、
こ
の
事
こ
そ
が
ま
さ
に
他
力
往
生
で
あ
る
と
す
る
が
、
他
力
の
領

解
、
す
な
わ
ち
、
即
便
往
生
を
契
機
と
し
て
、
以
後
そ
れ
ぞ
れ
の
力
用
に
任
せ
て
諸
行
に
励
む
と
と
も
に
、
利
他
の
実
践
と
し
て
生
死
輪

廻
を
繰
り
返
し
た
中
の
父
母
妻
子
等
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
の
往
生
に
利
益
す
べ
き
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
生

死
に
つ
い
て
浄
土
各
祖
師
の
説
く

浄
土
に
至
っ
た
菩
薩
が
再
び
衆
生
教
化
に
も
ど
る
世
界

と
し
て
の
生
死
と
も
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
こ
こ
で
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
は
控
え
る
が
、
證
空
教
学
に
お
け
る
還
相
回
向
は
、
即
便
往
生
を
得
た
後
の
臨
終
往
生
に
向
け

た
回
向
で
あ
り
、
こ
れ
は
證
空
教
学
に
お
け
る
三
心
の
中
の

回
向
発
願
心

釈
に
も
つ
な
が
る
が
、
他
力
領
解
後
の
衆
生
の
力
用
に
任

せ
た
あ
ら
ゆ
る
行
の
実
践
を
奨
励
す
る
現
世
の
捉
え
方
に
は
、

生
死
即
涅
槃

と
ま
で
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
迷
い
の
世
界
た
る
生
死
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を
単
に
厭
う
べ
き
世
界
と
の
み
見
て
い
る
の
で
は
な
い
證
空
の
生
死
観
が
伺
え
る
の
で
あ
る
。
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